
  薬剤部における抗

癌剤無菌調製件数は、

右記グラフの通り、

年々大幅に増加してい

ます。先月号でもお願

いしましたが、患者情

報（体重・身長）未入力

の患者が多いため正

確な投与量のチェック

が行えません。重大な

医療事故防止のため

にも患者情報の入力を再度お願いします。

  また、抗癌剤混注の処方中

に溶解液がオーダされていな

い場合がありますが、混注時に

何を用いて溶解すればよいか

分からないだけでなく、正確な

医事請求もできません。したが

って、①凍結乾燥製剤をオーダ時には溶解液も忘れないようお願いします。また、抗癌

剤には短時間で急激に力価低下を起こすものもあるため、②施行時刻の入力にご協

力下さい。

輸液自動調剤機が本稼動します

  薬剤部だより<No.122>でお知らせしました世界初の輸液自動調剤機が微調整を終

え、いよいよ５月２２日（月）より本稼動いたします。是非、一度見学に来て下さい。

Rp.） エンドキサン 500mg １  V

       ①注射用蒸留水 25 mL

生理食塩液 500mL １  V

１日１回  点滴静注

　　  ②12 時

                 
        

            山口大学病院薬剤部    2000.5.15

抗癌剤調製件数推移
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抗癌剤混注件数、大幅増加！安全性確保のため、必ず体重・身長等入力を



薬剤禁忌チェックシステムの紹介

  ５月中旬より薬剤禁忌チェックシステムが本稼動します。本システムにより、

①内服薬のみならず注射薬を含めた併用禁忌

②禁忌疾患（患者の疾患により投与出来ない薬剤が処方された場合）

③投与期間に制限のある薬剤にチェックがかかります。

  このシステムを利用して、更なる薬剤適正使用に努めていきたいと思います。

医薬品集（第１３版）ついに完成   

医薬品集（第１３版<2000 年版>）が完成しました。各診療科に送付される受領書に、

医師名・職名記載、押印の上、ＤＩセンター（TEL 2668）でお受け取り下さい（配布期間：

５月２９日～６月９日）。

なお、本年度新入医局員の方には、オリエンテーションの際に渡しますので、除外し

て下さい。

製剤カラー写真入り説明文書ラベルがきれいになりました   

  患者さんに提供している（薬袋に貼付）『製剤カラー写真入り説明文書ラベル』が高画

質になり、印刷時間も短縮されました。ぜひ、ご活用下さい。

平成１２年度の研修生は１１名（男性３名、女性８名）

  平成１２年度の薬剤部研修生教育が５月から始まりました。社会が期待する薬剤師

を目指して皆、頑張っています。服薬指導等で病棟を訪れる機会もあろうかと思います

が、その節はよろしくお願いします。

夏季学生実習実施のお知らせ

  薬剤部では、薬学部３年次終了者を対象に夏季学生実習を行います。

実習期間   ：平成１２年７月３１日（月）～８月１１日（金）

申込み締切 ：平成１２年６月３０日（金）必着

お問い合わせは副薬剤部長　石本（TEL 2672）まで。


